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|
|
社
会
主
義
計
画
化
と
国
民
経
済
バ
ラ
ソ
月
一
同
l
|

高

昇

孝

国
民
経
済
バ
ラ
プ
ユ
論
の
現
状

前
稿
て
わ
れ
わ
れ
は
、
国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
作
成
に
お
け
る
マ
ル
ク
月
主
義
再
生
産
論
お
よ
び
表
式
の
も
つ
意
義
と
限
界
に
つ
い
て

考
察
し
十
一
O

そ
し
て
国
民
経
済
パ
ラ
ン
只
は
、
そ
れ
が
マ
ル

F
マ
ハ
の
再
生
産
表
式
の
一
層
拡
大
、
展
開
さ
れ
た
形
態
て
あ
る
と
は
い
え
、

そ
れ
の
も
つ
意
義
F
任
務
の
点
て
も
、
ま
た
そ
白
内
容
と
構
造
の
点
て
も
、
後
者
と
は
根
本
的
た
相
違
が
あ
り
、
し
か
も
こ
白
ょ
う
た

ち
が
い
は
主
と
し
て
、
前
者
が
資
木
主
義
と
は
原
則
的
に
臭
っ
た
社
会
主
義
的
社
会
構
成
体
の
た
め
に
作
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
℃
い
る
の
を
み
た
。

モ
れ
ぞ
は
、
社
会
主
義
的
再
生
産
の
「
経
済
表
」
¥
古
た
は
治
な
じ
こ
と
で
あ
る
が
、
在
会
主
義
的
拡
大
再
生
産
表
式
て
あ
る
国
民

経
済
パ
ラ
Y
ス
は
、
ど
の
よ
う
な
構
造
表
式
を
も
ち
ま
た
ど
の
主
う
に
作
成
さ
れ
た
け
れ
ば
在
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

ず
で

ιみ
た
よ
う
に
、
国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
の
基
本
的
内
容
は
、
社
会
主
義
的
拡
大
再
生
産
を
特
徴
づ
け
る
己
と
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
で
社
会
主
義
的
再
生
産
と
は
、
再
生
産
の
諸
側
面
と
誇
要
素
、
す
た
わ
ち
、
社
会
的
生
産
物
白
再
生
産
，
(
現
物
射
止
び
価
値
、
貨
幣
形
態



で
白
)
、
社
会
主
義
的
生
産
誇
関
係
の
再
生
産
、
お
主
び
、
桂
会
的
労
働
力
の
再
生
産
と
が
統
一
し
た
単
一
の
過
程
て
あ
る
。
し
か
し
、

社
会
主
義
的
再
生
産
の
こ
白
統
一
性
は
、
再
生
産
の
諸
側
面
と
諸
要
素
と
を
別
々
に
考
察
す
る
己
と
を
決
し
て
妨
げ
る
も
の
で
は
な

wu

再
生
産
過
程
を
具
体
的
に
反
映
し
特
徴
づ
け
る
己
と
を
モ
の
内
容
と
す
る
国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
に
あ
っ
℃
は
、
む
し
ろ
、
再
生
産
の
諸

側
面
白
T

諸
要
素
を
別
々
に
考
察
し
、
モ
れ
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
諸
側
面
干
諸
要
素
を
そ
の
内
的
統
一
と
相
互
関
連
に
b
い
て
総
合
的
に

表
現
き
れ
る
こ
と
が
必
要
ぜ
あ
る
。

こ
う
し
て
、
国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
は
、
社
会
主
義
的
拡
大
再
生
産
の
主
要
な
諸
側
面
と
諸
要
素
と
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
一
一
一
つ
の

基
本
的
部
分
、
す
な
わ
ち
、

ω桂
会
的
生
産
物
白
再
生
産
主
現
物
、
物
的
形
態
て
取
扱
う
部
分
「
抽
材
バ
ラ
ン
ス
)
、

ω社
会
的
生
産
物

と
国
民
所
得
の
循
環
を
価
値
、
貨
幣
形
態
ゼ
取
扱
う
部
分
(
貨
幣
バ
ラ
ン
ス
)
、

ω労
働
、
労
働
力
白
再
生
産
主
取
扱
う
部
分
(
労
働
資
源

バ
ラ
ン
ス
)
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

パ
ラ
ン
ス
の
第
一
の
部
分
て
は
、
再
生
産
過
程
の
物
的
内
容
、
つ
-
ま
り
当
該
年
度
の
一
社
会
的
総
生
産
物
の
生
産
と
利
用
、
固
定
フ
ォ

ン
F
お
よ
ぽ
社
会
主
義
的
宮
の
再
生
産
が
特
徴
づ
け
ら
れ
、
第
二
の
郁
分
て
は
、
社
会
的
総
生
産
物
と
国
民
所
特
の
分
配
と
再
分
配
、

消
費
と
蓄
積
と
へ
の
園
民
所
得
の
利
用
等
が
価
値
、
貨
幣
形
態
ゼ
し
め
さ
れ
る
。
パ
ラ
Y
ス
の
第
三
心
部
分
て
は
、
現
有
労
働
資
源
白

量
と
そ
の
利
用
を
ふ
く
む
労
働
力
の
再
生
産
過
程
が
し
め
さ
れ
る
。

有
に
あ
げ
た
国
民
経
済
パ
ラ
Y

ス
白
三
つ
の
基
本
的
社
部
分
と
な
ら
ん
ぞ
、
社
会
主
義
的
再
生
産
の
諸
側
面
と
誇
要
素
と
を
モ
の
内

的
統
一
と
相
互
関
連
に
お
い
て
総
合
的
に
表
現
す
る
、
国
民
経
済
パ
ラ
Y
ス
総
括
表
が
作
成
さ
れ
る
。
己
れ
は
、
社
会
的
総
生
産
物
と

国
民
所
得
担
増
犬
、
国
民
白
生
活
水
準
の
向
上
、
社
会
主
義
的
生
産
諸
関
係
の
拡
大
と
強
化
、
社
会
の
階
級
的
構
造
の
変
化
等
を
特
徴

づ
け
る
諸
指
標
主
体
系
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
論

第
七
十
九
巻

七
七

第

号

九



国
民
経
演
パ
ヲ
シ
ス
前

第
七
十
九
巻

千三
A 

第

号

四
O 

そ
こ
で
、
現
在
ソ
ず
エ
ト
同
盟
国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
体
系
人
ピ
ベ
ト
ロ

7
に
し
た
が
っ
ゼ
し
め
せ
ぽ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
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つ
ぎ
に
¥
各
バ
ラ
ン
ス
白
基
本
的
特
徴
と
国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
体
系
白
た
か
J

し
し
め
る
そ
の
地
位
に
つ
い
て
筒
単
に
ふ
れ
て
ゐ
己
ぅ
。

社
会
的
生
産
物
の
生
産
と
消
費
の
バ
ラ
ン
ス

己
れ
は
、
再
生
産
自
一
総
合
物
材
バ
ラ
ン
ス
(
の

E
官
民
5
3
E静岡
E
E
b
E
O
V

と
も
上
ば
れ
て
、
社
会
的
生
産
物
の
再
生
産
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
お
こ
た
わ
れ
る
か
を
し
め
す
、
も
の
で
あ
る
。
よ
り
正
確
に
い
え

ば
、
そ
れ
は
社
会
的
生
産
物
の
運
動
を
そ
の
生
産
と
最
終
的
利
用
(
消
費
と
蓄
積
)
の
側
面
か

b
物
的
形
態
て
特
徴
づ
け
る
。
と
こ
ろ
で
、

料
会
的
総
生
産
物
の
再
生
産
は
、
再
生
産
の
そ
の
他
の
経
済
的
諾
過
程
が
統
一
さ
れ
る
現
実
的
土
台
を
な
す
。
ゑ
ぜ
な
b
社
会
的
総
生

産
物
は
、
社
会
的
労
働
の
諸
結
果
の
表
現
て
あ
り
、
生
産
過
程
て
消
費
さ
れ
た
生
産
手
段
の
楠
撲
と
、
国
民
経
済
に
治
け
る
消
費
ゐ
よ

ぴ
蓄
積
フ
オ

Y
F
の
源
泉
だ
か

b
て
あ
る
。
し
た
が
フ
て
、
社
会
的
総
生
産
物
の
再
生
産
を
取
扱
う
己
の
バ
ラ
ン
ス
は
、

「
す
べ
て
の



国
民
経
済
パ
ラ
Y

ス
の
中
心
的
左
塾
て
あ
る
と
い
う
己
と
が
で
き
る
。

生
産
的
労
働
に
主
っ
て
つ
く
り
だ
さ
れ
、

て
社
会
主
義
社
会
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
る
物
質
的
財
貨
ゐ
よ
び
物
資
的
用
役
の
総
体
で
あ
っ
て
、
一
一
重
の
形
態
1
l
i
現
物
治
よ
び
貨

社
会
主
義
社
会
の
社
会
的
総
生
産
物
は
、

物
質
的
、

生
産
手
段
治
よ
ぴ
消
費
物
資
と
し

幣
ー
ー
ゼ
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

綜
合
物
材
バ
ラ
ン
ス
は
、
社
会
的
生
産
物
の
再
生
産
を
具
体
的
に
分
析
す
る
た
め
に
、
な
に
工
り
も
ま
ず
、
総
生
産
物
を
利
用
形
態

と
価
値
必
よ
ぴ
物
的
構
成
の
点
か
b
E確
に
分
割
す
る
己
と
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に
生
産
物
の
生
産
と
利
用
の
諸
指
標
を
そ
れ
ぞ
れ

所
有
形
態
別
、
経
済
部
門
別
、
非
生
産
部
面
別
お
よ
び
住
民
の
社
会
的
グ
ル
ー
プ
別
に
分
類
し
て
し
め
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う

し
て
、
綜
合
物
材
バ
ラ
ン
ス
に
は
、
社
会
的
総
生
産
物
の
大
き
さ
、
総
生
産
物
お
よ
び
国
民
所
得
の
生
産
に
治
け
る
個
々
の
社
会
経
済

形
態
の
し
め
る
比
重
、
社
会
的
生
産
白
両
部
門
間
白
相
互
関
係
、
生
産
と
消
費
、
消
費
と
蓄
積
と
の
相
互
関
係
、
拡
大
再
生
産
の
テ
ン

ポ
、
国
官
の
動
態
な
ど
、
国
民
経
済
に
お
け
る
も
っ
と
も
重
要
ψ

居
者
つ
り
あ
い
が
反
映
さ
れ
る
。

総
合
物
材
パ
ラ
Y

ス
の
諸
指
標
は
、
個
別
バ
ラ
ン
ス
の
作
成
に
よ
っ
て
一
層
詳
細
に
介
析
吉
れ
る
が
、

そ
の
よ
う
た
個
別
パ
ラ
Y

Z
と
し
て
、
前
者
と
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
一
構
成
部
分
を
な
す
固
定
フ
ォ
ン

F
パ
ラ

固
定
フ
ォ
ン
ド
バ
ラ
ン
ス

Y

ス
が
あ
る
。

固
定
フ
ォ
ン
ド
の
再
生
産
の
基
本
的
指
標
は
、
綜
合
物
材
パ
ラ
y
ス
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
が
、
固
定
7
オ
ン

F
は
、
社
会
主
義
的
拡

大
再
生
産
の
も
っ
と
も
重
要
た
要
因
て
あ
る
心
て
、
そ
の
再
生
産
の
諸
指
標
を
詳
細
に
し
め
す
た
め
に
、
専
門
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
作
成

す
る
こ
と
が
必
要
と
在
る
。

国
定
7
オ
Y
F
パ
ラ

Y
A
は
、
固
定
フ
オ

V
F
の
拡
大
再
生
産
、
す
な
わ
ち
、
固
定
7

f
ン
F
白
現
有
量
、
固
定
ブ
オ
ン
ド
の
分
配

国
民
経
積
バ
一
フ
シ
λ

諦

第
七
十
九
巻

七
九

第

号

四



国
民
経
済
パ
一
フ
ン
ス
論

第
七
ナ
九
巻

/'、。
第

号

凹

(
所
有
形
態
別
、
部
門
別
相
上
世
非
生
陵
部
国
別
)
、
固
定
フ
ォ
ン
ド
の
年
間
増
大
な
ど
を
特
徴
づ
け
る
。

と
こ
ろ
で
固
定
フ
ォ
ン
ド
の
特
徴
は
、
機
能
す
る
時
聞
に
応
じ
て
そ
の
伺
値
が
部
分
的
に
磨
滅
し
な
が
ら
、
長
期
に
わ
た
ヮ
て
そ
の

使
用
価
値
を
保
持
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
回
定
フ
オ

Y
F
の
再
生
届
は
、
価
値
の
点
ぞ
の
再
生
産
と
使
月
価
値
の
点
J
L

の
再
生
産
と
に
わ
け
て
研
究
す
る
こ
と
が
必
要
と
た
り
、
己
れ

b
の
研
境
目
的
に
応
じ
て
、
固
定
7
オ
ン
ド
は
、
磨
滅
主
控
除
し
た
当

初
価
値
(
ま
た
は
再
生
価
値
)
て
評
価
さ
れ
る
か
、
も
し
く
は
、
磨
滅
を
控
除
し
た
い
価
値
l
|
完
全
価
値
|
|
て
評
価
さ
れ
る
。
こ
の

ニ
ヲ
白
評
価
方
法
に
応
じ
て
、
磨
滅
を
控
除
し
た
価
値
て
評
価
さ
れ
る
バ
ラ
ン
ス
表
と
磨
滅
を
控
除
し
な
い
価
値
て
評
価
さ
れ
る
バ
ラ

ン
ス
表
と
か
作
成
さ
れ
る
。
前
者
は
価
値
の
点
て
の
固
定
フ
ォ
ン
ド
の
再
生
産
を
研
究
し
、
後
者
は
使
用
価
値
の
点
て
白
一
再
生
産
主
特

徴
づ
け
る
。

物
材
・
現
物
バ
ラ
ン
ス

右
に
の
ベ
た
固
定
フ
片

Y

F
バ
ラ
ン
ス
と
と
も
に
綜
合
物
材
バ
ラ
ン
ス
を
補
足
す
匂
個
別
パ
ヲ

Y
ス
乙

し
て
、
主
要
た
種
類
の
生
産
物
を
現
物
て
包
括
し
た
、
物
材
・
現
物
パ
ラ

Y
ス
体
系
が
作
成
さ
れ
る
。

国
民
経
済
白
計
画
的
発
展
法
則
の
誇
要
求
に
照
応
し
て
国
民
経
済
諸
部
門
聞
の
た
だ
し
い
相
互
関
係
主
確
立
す
る
こ
と
は
、
国
民
経

済
白
計
画
化
白
重
要
な
任
務
の
一
つ
で
あ
る
が
、
物
材
・
現
物
パ
一
フ
Y

ス
は
、
国
民
経
済
に
お
け
る
諸
生
産
物
の
生
産
、
介
配
お
よ
び

消
費
の
相
互
一
致
を
保
障
す
る
の
に
役
だ
っ
。

物
材
・
現
物
バ
ラ
ン
ス
は
、
生
産
手
段
の
パ
ラ
Y
ス
と
消
費
物
資
の
バ
ラ
ン
ス
と
に
わ
け
ら
れ
る
。
生
産
手
段

ω
パ
ラ
Y
メ
に
は
、

電
力
、
金
属
、
工
作
機
械
、
燃
料
、
建
設
資
材
、
ト
ラ
グ
グ
l
、
電
動
機
、
主
た
種
類
の
原
料
等
社
ど
の
諸
パ
ラ
Y

ス
が
あ
り
、
消
費

物
資
の
パ
一
フ
Y

ス
に
は
、
。
〈
ン
、
肉
、
砂
糖
、
魚
油
、
織
物
、
履
物
等
な
ど
の
諸
パ
ラ
Y

ス
が
あ
る
α

財
務
バ
ラ
ン
ス

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
綜
合
物
材
パ
ラ
Y

ス
は
、
社
会
的
坐
産
物
白
再
生
虚
を
モ
の
生
産
と
最
終
的
利
用
白
側



国
か
ら
特
徴
づ
け
る
だ
け
で
あ
っ

τ、
再
生
産
の
複
雑
多
様
な
す
べ
て
の
誇
過
程
を
反
映
す
る
も
の
で
は
中
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
社
会

的
生
産
物
と
国
民
所
得
の
循
環
に
沿
い
て
は
、
分
配
と
再
分
配
心
過
程
が
存
在
し
、
し
か
も
と
れ
b
白
諸
過
程
は
貸
幣
形
態
を
と
っ
て

ゐ
こ
た
わ
れ
る
。
社
会
主
義
的
拡
大
再
生
産
過
程
を
全
面
的
に
特
徴
づ
け
る
た
め
に
は
、
国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
は
、
社
会
的
生
産
物
と

国
民
所
得
の
循
環
心
中
間
的
段
階
、
す
な
わ
ち
介
記
と
再
分
配
の
段
階
を
も
反
映
す
る
己
と
が
必
要
と
た
る
。
己
の
よ
う
た
目
的
の
一
た

め
に
作
成
さ
れ
る
の
が
総
合
財
務
パ
ラ

y
ス
ま
た
は
園
民
所
得
パ
ラ
Y

ス
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ

τ、
財
務
パ
ラ
ン
凡
は
「
所
得
白
形
成
、
モ
の
循
環
、
消
費
と
古
川
積
と
へ
の
所
得
心
利
同
町
」
を
研
究
対
象
と
す
る
も
D
て

あ
り
、
財
務
バ
ラ
ン
ス
ゼ
は
、
社
会
的
生
産
物
と
国
民
所
得
D
生
産
、
物
的
支
出
の
補
撲
、
企
業

b
zび
住
民
の
第
一
次
所
得
の
形
成
、

所
得
の
再
分
配
と
住
民
お
よ
び
非
生
産
部
面
白
第
三
次
所
得
白
形
成
、
消
費
と
蓄
積
と
え
白
国
民
所
得
の
最
終
的
利
用
等
な
ど
が
特
徴

づ
け
ら
れ
る
o

結
局
、
と
の
バ
ラ
Y

ス
は
、
総
合
物
材
パ
ラ
v
t

ス
が
社
会
的
生
産
物
の
再
生
産
主
モ
の
物
的
内
容
白
側
面
か
ら
特
徴
づ

け
る
の
に
た
い
し

τ、
貸
幣
形
態
ぞ
の
社
会
的
生
産
物
。
運
動
を
反
映
す
る
の
で
あ
る
。
パ
ラ

y
月
の
諸
指
標
は
、
総
合
物
材
バ
ラ
ン

ス
に
沿
げ
る
と
同
様
に
、
所
有
形
態
別
、
経
済
部
門
別
、
非
生
産
部
面
別
、
住
民
白
社
会
的
グ
ル
ー
プ
別
に
介
類
し
て
し
め
さ
れ
る
。

総
合
財
務
パ
ヲ
Y

ス
は
、

ω生
産
的
諸
企
業
の
収
・
支
バ
ラ
ン
ス
、
同
開
非
生
産
部
面
白
施
設
と
機
関
白
収
・
支
パ
ラ

y
月
、
ゆ
住
民

の
貨
幣
収
・
支
パ
ラ
Y

ス
主
総
合
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
主
基
礎
に
し
て
パ
ラ
Y

見
表
が
作
成
古
れ
る
。

住
民
の
貨
幣
収
・
支
バ
ラ
ン
ス

こ
れ
は
、
住
民
自
貨
幣
収
入
と
商
品
取
引
と
の
相
互
関
係
お
よ
び
貨
幣
流
通
を
研
買
す
る
た
め

に
作
成
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

τ己
白
パ
一
フ
ン
月
に
は
国
民
所
得
白
一
第
一
次
分
配
と
再
分
配
と
に
よ
っ
て
え

b
れ
る
住
民
の
貸
幣
収
入

と
、
諸
種
白
サ

l
ピ
九
や
財
貨
を
購
入

F
る
た
め
に
支
出
さ
れ
る
住
民
の
貨
幣
量
と
が
詳
細
に
反
映
さ
れ
る
。
こ
う
し
亡
、
己
の
パ
ラ

ン
λ

は
、
財
務
パ
ラ
Y
T
ハ
の
一
般
的
指
標
を
具
体
的
な
内
容
に
よ
っ
て
主
り
詳
細
に
し
補
足
す
る
白
て
あ
る
。

国
民
経
演
バ
一
フ
シ
ス
論

第
七
十
九
巻

/、

第
二
号

四



国
民
経
済
パ
一
フ
ン
ス
論

第
己
十
九
巻

i¥ 

第
二
号

gg 
四

住
民
の
貨
幣
収
・
支
パ
ラ

Y

A
の
基
本
的
使
命
は
、
住
民
の
所
有
す
る
貨
幣
量
と
種
々
の
商
品
流
通
経
路
を
通
じ
て
住
民
の
欲
望
を

み
た
す
た
め
に
は
い
る
消
費
物
資
心
量
と
の
相
互
関
係
を
去
一
一
小
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
品
取
引
、
小
売
価
格
わ
よ
び
貨
幣
流
通
主
計

画
化
ナ
る
た
め
白
武
器
と
し
て
役
だ
つ
こ
と
に
あ
る
。

国
民
経
済
パ
ラ
Y

ス
の
も
っ
と
も
重
要
な
任
務
の
一
つ
は
、
社
会
主
義
経
済
に
お
け
る
労
働
上
山
つ
り
あ

い
を
た
だ
し
く
表
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
国
の
労
働
資
源
を
、
生
産
部
面
と
非
生
産
部
固
と
の
あ
い
だ
、
治
よ
び
、
生
産
諸

部
門
聞
に
合
理
的
に
配
分
し
利
用
す
る
己
と
は
、
社
会
主
義
拡
大
再
生
産
の
も
っ
と
も
重
要
な
要
因
の
一
つ
だ
か
b
て
あ
る
。

労
働
資
源
バ
ラ
ン
ス
は
、
園
の
労
働
力
の
再
生
産
、
労
働
資
源
の
現
有
量
と
そ
の
利
用
度
、
労
働
予
備
の
大
き
さ
、
労
働
諸
部
門
へ

労
働
資
源
バ
ラ
ン
ス

の
労
働
力
の
配
分
な
ど
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
要
請
に
こ
た
え
る
た
め
に
、
労
働
バ
ラ
ン
ス
と
労
働
力
バ
ラ
ン
ス
と
が
作
成
さ
れ
る
。
前
者
は
労
働
資
源
の
現
有
量
と

そ
む
利
用
度
を
あ
き
ら
か
に
し
、
後
者
は
労
働
の
種
類
別
、
と
り
わ
け
、
専
門
的
な
熟
練
労
働
の
点
か
ら
国
民
経
済
諸
部
門
札
治
け
る

労
働
力
の
再
生
産
を
特
徴
づ
け
る
。

国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
総
括
衰
己
れ
は
以
上
に
み
て
き
た
国
民
経
済
諸
バ
ラ
ン
ス
て
体
系
化
さ
れ
た
再
生
産
自
も
フ
と
も
重
要
た

誇
指
標
世
、
モ
の
内
的
統
一
と
相
瓦
関
連
に
h
d
h

て
'
包
括
し
た
単
一
白
去
に
体
系
佑
し
た
も
り
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
そ
れ
は
、

「
互
に
切
離
さ
れ
た
個
別
的
反
バ
ラ
ン
ス
を
な
ん
b
か
り
弁
証
法
的
左
脈
絡
あ
る
統
一
体

l
lソ
周
盟
全
国
民
経
済
パ
ラ
y
λ
の
名
に

沿
い
て
真
に
役
だ
ち
う
る
と
こ
ろ

ω
1
Jに
統
合
す
る
と
と
ろ
の
、
国
民
経
済
パ
ラ
ン
λ

の
・
・
・
・
:
一
般
的
表
吾
で
あ
り
、

乏の「
で
あ
る。
一
-
-
拡
大
再
生
産
り
あ
b
ゆ
る
要
素
と
段
階
と
を
体
系
的
に
分
割
し
、
統
一
的
関
速
に
お
い
て
包
括
し
た
国
民
経
済
総
合
パ
ラ
ン



「
圏
民
経
済
の
状
態
を
モ
の
部
門
構
造
に
お
い
て
、
そ
の
台
一
W
報
告
期
間
む
は
じ

め
と
ゐ
わ
り
の
瞬
間
に
お
い
て
だ
け
で
左
〈
、
実
化
白
金
過
程
に
お
い
て
、
再
生
産
の
す
べ
て
の
段
階
に
応
じ
て
、
報
告
期
間
の
国
民

所
得
の
消
費
と
蓄
積
の
合
計
と
い
う
形
て
D
モ
白
最
終
的
結
果
白
暴
露
に
至
る
古
て
表
示
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
川
」
し
、
そ
の
と
と
に

よ
っ

τ、
社
会
主
義
心
基
木
的
経
済
法
則
お
よ
び
国
民
経
済
の
計
商
的
発
展
治
則
の
作
用
を
し
め
ず
再
生
産
の
基
本
的
た
諸
指
標
、
す

な
わ
ち
、
社
会
主
義
経
済
白
発
展
テ
ン
ポ
、
国
民
経
済
に
お
け
る
基
木
的
危
誇
つ
り
あ
」
円
、
国
民
経
済
白
発
展
の
物
質
的
条
件
、
社
会

主
義
的
生
産
諸
関
係
D
拡
大
と
強
伯
、
共
産
主
義
へ

D
漸
次
的
移
行
、
等
な
ど
を
具
体
的
数
字
的
に
特
徴
づ
け
る
も
白
で
な
け
れ
ば
左

し
た
が
っ
て
、
国
民
経
済
パ
ラ
Y

ス
総
括
表
は
、

b
た」円。

し
か
し
左
が

b
、
今
ま
で
の

ιこ
ろ
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
十
分
に
満
足
の
で
き
る
こ
の
種
の
パ
一
フ
Y

ス
表
は
殆
ん
ど
作
成
さ
れ

左
か
っ
た
と
い
っ
て
も
け
っ
し
て
悼
い
過
ぎ
て
は
な
い
。

「
治
そ
ら
く
、
拡
大
再
生
産
の
あ

b
ゆ
る
要
素
と
段
階
と
を
体
系
的
に
介
割
し
、
統
一
的
関
連
に
お
H
て
包

括
し
た
国
民
経
済
総
合
パ
一
フ

y
月
は
全
然
作
成
さ
れ
な
か
っ
わ
」
と
批
判
し
つ
つ
、
パ
ラ
V

ス
論
に
お
け
る
こ
白
ょ
う
左
現
状
を
打
開

す
る
一
つ
の
一
試
み
と
し
て
、
戦
後
は
じ
め
て
の
か
れ
の
パ
ラ

y
月
論
士
会
に
し
た
。
か
れ
は
、
モ
の
論
文
て
ま
ず
マ
ル
ク
ス
の
再
生
産

表
式
を
国
民
経
済
パ
ヲ
ン
月
比
具
体
化
、
展
開
す
る
問
題
を
提
起
し
て
、
再
生
産
表
式
の
誇
要
素
を
社
会
主
義
的
諸
関
係
に
照
応
す
る

上
う
に
そ
の
取
扱
い
方
を
変
え
る
と
と
も
に
、
マ
ル
ク
ス
が
再
生
産
表
式
作
成
に
お
い
て
捨
象
し
た
諸
要
因
を
導
入
し
て
パ
ラ
Y

ス
哀

を
作
成
す
る
こ
と
を
主
張
し
℃
い
る
α

た
と
え
ば
、
第
一
部
門
主
二
つ
の
亜
部
門
に
分
割
す
る
己
と
、
固
定
フ
ォ
ン
ド
の
現
有
量
と
モ

心
実
際
白
減
価
額
と
を
区
別
す
る
こ
と
、
生
産
手
段
士
労
働
手
段
と
労
働
対
象
と
に
分
割
す
る
こ
と
、
技
術
的
進
歩
白
要
因
を
考
慮
す

*
 

る
こ
と
、
等
た
て
で
あ
る
o

こ
の
よ
う
な
か
れ
の
一
連
の
提
案
は
、
国
民
経
済
パ
ラ

γ
ス
表
式
白
構
造
の
具
体
性
の
問
題
と
関
連
し
て

λ
ト
ル
ウ
ミ

F
Y
は、

国
民
経
済
パ
一
フ
ン
ス
論

第
セ
十
九
巻

ノ、

第

号

四
五



国
民
経
演
バ
一
フ
シ
ス
論

第
七
十
九
巻

ハ、
四

第

号

四
六

い
る
の
で
あ
っ
て
、
う
た
が
W
も
左
く
合
理
的
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

*
ス
ト
ル
ワ
ミ

p
ン
は
、
再
生
産
表
式
を
国
民
経
済
パ
ラ
シ
ス
に
具
体
化
す
る
問
題
と
関
連
し
て
軍
需
生
産
を
社
合
的
生
産
り
第
一
二
部
門
と
L
τ
分
割

す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
が
、
と
れ
に
つ
い
て
位
あ
と
で
ふ
れ
る
。

ス
ト
ル
ウ
ミ
H

Y
は
、
以
上
の
よ
う
に
パ
ラ

Y
ス
作
成
の
た
め
の
理
論
的
諸
問
題
を
吟
味
し
た
の
ち
、
そ
れ
を
基
縫
に
し
て
圏
民
経

済

総

合

パ

ラ

ヌ

表

示

l
貨
幣
流
通
を
捨
象
し
た
い
わ
ゆ
る
「
物
的
流
通
」
だ
け
り
パ
ラ

Y
ス
表
示
ー
を
作
成
し

τ工
、

己

の

表
式
は
、
再
生
出
障
の
諸
要
素
(
国
民
経
済
暗
部
門
)
と
諸
段
階
と
を
そ
れ
ぞ
れ
統
計
表
白
雲
平
総
と
垂
直
線
上
に
沿
い
て
し
め
し
、
国
民

経
済
者
部
門
を
二
大
部
面
(
生
産
部
両
と
サ
1
ピ
λ

部
百
)
に
分
割
し
て
、

+
l
ピ
旦
郁
面
に
は
、
非
牛
患
部
面
の
施
設
平
機
関
と
と
も

に
家
庭
生
活
に
お
け
る
十

l
ピ
九
を
も
ふ
く
め
て
い
る
。
己
の
点
に
つ
い

τ、
モ
ス
ク
グ
イ
Y
は、

「
国
民
経
済
パ
ヲ

Y

ス
表
式
に
家

庭
生
活
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
ふ
く
め
る
己
と
は
、
司
〈
ト
ル
す
ミ

p
y
が
家
政
に
お
い
て
も
国
民
所
得
が
づ
く
り
だ
さ
れ
る
と
い
う
か

白

山

平

れ
が
以
前
に
展
開
し
た
見
地
か

b
ま
だ
完
全
に
ぬ
け
て
て
い
な
悼
と
い
う
己
と
主
証
明
し
て
h
る
」
と
批
判
し
つ
つ
、
住
民
を
家
庭
生

活
の
分
野
て
て
は
な
く
、
物
質
的
生
産
の
参
加
者
と
し
て
、
国
民
所
得
の
分
配
と
再
分
配
の
関
与
者
と
し

τし
め
し
、
己
う
し
℃
、
国

民
経
済
パ
ヲ

Y
ス
に
は
、
二
部
国
て
は
な
く
、

ω生
産
部
面
、

ω管
理
お
よ
び
サ

l
ピ
兄
部
面
、
ゆ
階
殺
お
よ
び
社
会
層
別
の
住
民
、

白
=
一
つ
の
部
面
が
ふ
く
主
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。

ψ
申

λ

ト
ル
ク
ミ
リ
ン
が
サ
1
ピ
ス
部
面
。
な
か
に
家
庭
生
滑
に
布
け
る
ザ
T
ぜ
ス
を
ふ
〈
品
て
い
る
り
は
、
な
に
も
家
政
に
お
い
て
国
民
所
得
が
つ
く

D
だ
さ
れ
る
と
い
う
と
と
を
主
張
す
る
た
め
で
は
な
〈
、
た
だ
家
庭
生
活
中
非
生
産
部
面
。
諸
施
設
に
布
け
る
諸
費
用
が
物
質
的
生
産
部
前
回
生
産

物
に
よ
づ
て
補
填
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
を
国
民
経
済
バ
ラ
ン
λ

に
表
示
す
る
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
毛
ス
ク
ゲ
イ
ン
り
か
れ
に

た
い
す
る
拙
判
は
且
当
ち
が
い
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
と
り
ほ
か
に
も
、
モ
ス
ク
ず
イ
ン
目
、
ス
ト
ル
ウ
ミ
9
ン
が
か
れ
白
表
正
に
恥
い
て
「
労
働



手
段
」
中
「
労
働
対
象
」
と
hu

う
概
念
を
サ
ー
ビ
ス
部
面
に
適
用
し
、
ま
た
、
「
自
分
。
た
あ
り
労
働
」
と

V
う
概
念
を
非
生
産
部
面
目
従
業
員
に
適

用
し
て
い
る
り
に
た
い
し
て
、
非
生
産
部
市
に
は
生
産
過
程
口
存
在
し
な
い
し
労
働
手
段
も
労
働
対
象
も
存
在
し
な
い
、
そ
と
で
は
た
だ
社
会
的
晶

産
物
申
非
生
産
的
消
費
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
、
と
主
張
し
、
ま
た
、

「
自
分
り
た
品
目
生
産
物
」
と
か
「
社
告
白
た

b
p
生
産
物
」
と
い
う
概
念
は
、

物
質
的
生
産
部
商
に
り
み
も
ち
い
ら
れ
う
る
と
、
ス
ト
ル
ウ
ミ
ヲ
ン
を
反
駁
し

τ
い
る
。
乙
回
毛
ス
タ

F
イ
ン
白
批
判
に
乙
た
え

τ、日《
ttF
ウ
ミ

w〆
ン
は
、
サ
ー
ビ
ス
部
宙
に
労
働
手
段
宇
労
働
対
象
と
い
う
パ
ラ
シ
ス
項
目
を
設
定
す
る
必
要
性
を
強
調
し
た
が

b
、

「
サ
ー
ビ
ス
部
面
に
布
け
る

労
働
手
段
と
労
働
問
象
白
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
毛
ス
タ
ゲ
イ
ン
位
、
首
尾
一
貫
す
る
た
め
に
サ
I

d
ス
生
産
に
尉
け
る
労
働
過
程
D

存
在
そ
り
も
り
を
も
否
定
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

閲
書
館
中
実
験
室
か
ら
切
離
さ
れ
た
学
者
。
労
働
、
ま
た
は
教
科
書
中
学
校
施

ま
た
は
外
科
器
具
中
側
帯
材
料
な

L
O
件
軒
医
由
労
働
、

ロG
M
M

宮
F
】
『
川
呂
田

E
S
E国
富
岡
国
O

耳
目
里
目
別
0

・H
由

明

白

寸

o
目
H

・
2
】
ア
呂
田
J

と
反
批
判
し
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
り
点
に
つ
い
℃
は
大
い
に
議

説
。
な
い
教
師
自
労
働
、

が
は
た
し
て
可
曲
で
あ
ろ
う
か
」

(
回
口
出
。
出
国
国
間

o
p

請
の
余
地
が
あ
る
で
あ
る
う
。
と
と
に
ス
u
y

ル
ワ
ミ
リ
ン
炉
、

「
自
分
自
た
め
り
生
産
物
」
と
い
う
概
古
を
非
生
産
部
面
申
従
業
員
に
適
用
し
℃
い

る
と
と
に
た
い
す
る
モ
ス
グ
ゲ
イ
ン
目
指
摘
を
認
め
つ
つ
も
、
社
告
全
体
の
総
賃
金
フ
オ
シ
ド
り
な
か
に
は
物
質
的
生
産
部
面
目
再
分
配
に
よ
っ

τ

「
自
分
。
た

b
D
生
産
物
」
が
拡
大
す
る
か
ら
、
と
四
よ
う
な
意
味
で
、
と
白
概
念
を
非

「
社
金
目
た
め
り
生
産
物
」

I
m
p
-
部
が
ふ
〈
ま
れ

生
産
部
首

O
従
業
員
に
適
用
す
る
と
と
は
「
特
別
自
罪
は
な
ド
」

(
前
掲
書
、
一
一
一
ニ
九
ペ
ー
ジ
)
と
主
琵

L
て
い
る
り
は
、
議
密
に
い
っ
て
た
だ
し

〈
な
わ
。
な
ぜ
な
ら
「
白
分
り
た
品
目
生
産
物
」
と
い
う
概
念
を
ζ

申
よ
う
に
拡
張
僻
釈
し
て
社
合
的
消
費
フ
ォ
ン
ド
M
を
も
そ
白
な
か
に
ふ
〈
め

「
祉
会
白
た
め
の
生
産
物
」
は
「
止
産
拡
大
フ
ォ
ン
ド
」
山
山
と
等
し
く

る
主
す
れ
ば
「
自
分
自
た
品
目
生
産
物
」
は
消
費
ア
オ
ン
ド
に
等
し
〈
、

た
り
、
経
済
単
的
、
刀
テ
ゴ

9
1
0
取
扱
い
に
困
乱
を
惹
起
す
る
か
ら
で
あ
る
。

己
う
し

τ、
ソ
ず
エ
ト
同
盟
で
は
戦
後
は
じ
め

τバ
ラ
ン
ス
論
争
白
火
蓋
が
さ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
司
〈
ト
ル
ウ
ミ
リ
ン
は
、
そ

山
一
後
か
れ
白
論
1

げ
ん
て
モ
ス
ク
グ
イ

y
白
批
判
に
じ
た
え
っ
ワ
い
コ
モ
う
綿
密
に
検
討
さ
れ
た
バ
ラ
ン

λ
表
を
提
出
し
て
い
る
(
表
参
照
)

国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
論

第
七
十
九
巻
，
一
八
五

第

号

四
七



国
民
経
済
パ
ラ
ン
λ

論

第
七
十
九
巻

一
八
六

第

号

四
八
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¥対|年度小………|フオン rと予
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AIAA.1a一ー生物生消産質産費千的手物生世段資産田用用生部産面

A"小計 I I i I I 

そB弘b.aり〕)消う社建たエ費ち合物めネ物国的Dルと資防諸設ギ軍自備施-生事z設1e高康白ょ

B， て個ユF人資ネ材的ノし消費目た
品目

al 住文衣食化服宅料的とと設品備
dcb))) 依必t需品

B'"ノJ、計
||一」| 

A+RtD合昔十 I 1 I I I 

E1)ザ干び上組会ピ織的ス施部設面和よ

同)住宅=舟異経的演サ
b 社ー会ピス・文化

2C〕)行家政属お生よび国防
活に拍け a 

る住民

a)労員働者と事務職

b)コルホーズ=協

c) 個同組人合経員営農民

ザ ピプ司部面目合計| I ! I I I 
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国
民
経
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バ
ラ
ン
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国
民
経
由
バ
ラ
ン
ス
論

第
七
十
九
巻

ノl
iI. 

第

号

五
O 

と
れ
は
、
か
れ
が
ま
え
に
提
出
し
た
表
を
き

b
に
具
体
佑
き
せ
、
生
産
部
面
の
う
ち
消
費
物
資
の
生
産
を
経
済
的
使
途
別
に
詳
細
に
介

類
し
て
し
め
↑
す
と
と
も
に
、
在
会
的
生
産
物
の
生
産
、
流
通
、
介
配
、
消
費
治
上
び
蓄
積
の
諸
過
程
在
包
括
的
に
休
系
化
し
た
も
の
で

あ
り
、
パ
ラ
Y

ス
論
の
発
展
に
大
き
た
一
示
唆
を
あ
た
丸
る
も
?
と
し
て
注
目
に
値
悼
す
る
。
し
か
し
ま
た
い
く
つ
か
の
論
争
的
な
問
題

が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
と
も
見
逃
せ
在
い
。

こ
の
よ
う
に
、
ソ
ず
Z

ト
同
盟
て
は
三
十
年
間
に
わ
た
る
理
論
的
研
究
と
計
画
化
白
実
践
に
よ
っ
て
国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
休
系
が
一

応
確
立
さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
と
国
民
経
済
総
合
バ
ラ
ン
ス
表
式
に
関
す
る
か
ぎ
り
ま
だ
完
全
た
も
の
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う

し
て
、
国
民
経
済
@
ハ
ラ
ン
月
作
成
の
方
法
F
一
形
態
と
h
y
改
善
す
る
問
題
や
よ
日
完
全
た
国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
体
系
を
確
立
す
る
た
め
の

来
解
決
の
問
題
の
研
賓
が
、
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
切
実
に
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ω
k
f
国
国
司
}
E
F
E同唱。
F
豆
、
唱
。
自
由
。
属
国
A06E即
日
自
国
昌
国
F
M
l
O
O
B
F
H由
E
・
2
u
宅
ω
町品・

似

国

富

E
E
F
白
Z
E何
回
日
居
。
日
吉
田
。
。
口
唱
。
盟
国
O曹
冒

O
固

E
届
耳
目
官
官
。
吋
O
M
n
E
B
O
E
P
A貧
富
島
田
口
V
H
U印
m
z
o
品

川
仰
い
・
同
・
胴
唱
。
塁
。
守
口
自
E
届
OH耳
目
E
O
国自国唱。
E
因
。
宮
目
。
・
呂
田
日
]
唱
同
日
0・

ω
ア
・
イ
・
ペ
ト
ロ
フ
網
、
前
掲
害
、
王
一
九
頁
。

間
口
・
口
昌
吉
田
自
祖
国
叶
芭
冨
岡
田
自
由
E
E
]官
官
日
O
M
O富田口同国
V

合
同
自
E
耳
目
臣
官
E
C
Y
E
8・
HA。
坦
i-0・
(
政
治
経
済
研
究
所
『
ソ

同
盟
計
画
経
済
白
方
法
論
』
一
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
)

同
開
口
・

2
Z
E白
F
F
E
B
E】
uohMozug留
聞
の
月

E
E
"
。
咽
司
自

E
包
E
同
自
国
宮
宮
E
国国民自]明。富田国許

l
A国
自
]
百
E
E
G
E属国民
V・

呂
田
品
足
。
・
ロ
・

M
W
0・
0
4
Z区
富
田
・
明
白
書
。
出
自
由
op
臣
官
官
。
E
M
B
E
S
E
-
A
F
E
E
E
E自
国
旬
。
雪
国
面
白
星
。
V
国
GM
宮
F
出
口
出
霊
園
自
宙
開
ぜ

H
唱
団
四
'
d司
O
冨
-

F
角
唱
団

N
M
A
F

ロ
田
口
昌
吉
田
国
・
国
自
由
。
凶
品
。
面
白
O
M
E富
智
自
国

E
開
。
盟
国
同

EHH自
白
日
耳
目
E
E
ロ
官
E
Z
E目
F
I
A国自唱。
E

E

E富
田
区
γ

何)



呂町仏

-z。・ロ

ω
野
々
村
一
地
「
再
生
産
と
蓄
積
回
法
則
」
(
『
現
代
社
会
主
義
講
座
』
第
二
巻
、
一
七
六
一
じ
七
べ

1
ジ
O
表
参
照
)

川
判
コ
昌
吉
岡
田
菌
・
閏
宮
ヨ
吾
図
。

E
3
0
0匡
ロ

2
4
2自
両
国
E
E
E
E唱。担問。
E
M
E福
宮
ロ
デ

A
国
吉
明
。
。
恒
匂
問
。
問
。
冨
図
書
、
〉

g
E
L
4
0
H
N

同
民
経
済
バ

-
7
y
z
作
成
の
二
、
三
の
問
題
点

そ
れ
で
は
、
科
学
的
に
完
全
社
国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
体
系
を
完
成
す
る
た
め
に
は
さ
し
あ
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
問
題
が
解
決
さ
れ
左

げ
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

己
れ
に
つ
い
て
は
、
現
在

y
ず
エ
ト
同
盟
の
お
お
く
の
学
者
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ
の
形
ゼ
指
摘
さ
わ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
問
題
は
、

一
つ
は
再
生
産
表
式
を
国
民
経
済

パ
ラ
Y

ス
に
具
体
化
す
る
途
上
ゼ
の
方
法
論
的
問
題
ゼ
あ
台
、
他
は
ソ
グ
エ
ト
的
諸
条
件
に
お
け
る
経
済
学
的
カ
テ
ゴ

p

の
解
釈
上

モ
の
性
質
の
点
か
ら
し

τ沿
よ
そ
つ
ぎ
の
二
つ
の
部
類
に
わ
け
る
こ
と
が
て
き
上
う
。
す
な
わ
ち
、

の
問
題
で
あ
る
。
己
己
て
は
さ
し
あ
た
っ
て
も
っ
と
も
重
要
左
い
く
つ
か
白
問
題
点
だ
け
を
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
作
成
に
あ
た
ヮ
て
主
ず
第
一
に
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
っ
と
も
基
本
的
在
困
難
は
、
評
価
規
準
の
問
題
ぞ

あ
る
。
個
々
の
生
産
物
バ
ラ
Y

ス
の
場
合
ゼ
あ
れ
ば
、
貸
幣
的
指
標
と
と
も
に
現
物
的
指
標
を
も
も
ち
い
る
と
と
が
で
き
る
が
、
そ
の

木
性
よ
総
合
パ
ラ
Y

ス
て
あ
る
国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
に
あ
っ
て
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
諸
指
標
は
価
値
・
貸
幣
的
指
標
に
上
っ
て
評
価
さ
れ

な
け
れ
ば
た

b
な
い
。
と
こ
ろ
ゼ
、
現
在
ソ
グ
エ
ト
同
盟
ゼ
は
、
貨
幣
的
評
価
規
準
と
し
て
現
行
価
格
と
不
変
価
格
主
た
は
対
比
価
格

也
子

と
が
も
ち

w
b
れ
て
H
る
。
た
と
だ
ば
、
消
費
と
蓄
積
と
白
現
実
の
相
互
関
係
を
分
析
す
る
た
め
に
は
、
現
行
価
格
が
も
ち
い
ら
一
れ
、

生
産
量
平
国
民
所
得
D
指
数
、
労
働
生
産
性
の
指
数
、
実
質
賃
金
指
数
、
価
格
指
数
等
な
ど
、
異
っ
た
時
期
の
大
き
さ
の
比
較
を
必
要

国
民
経
済
竺
フ
ン
ス
諭

第
七
十
九
巻

ノ1
九

第

号

五



国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
論

第
七
十
九
巻

九
O 

第

号

五

と
す
る
諸
指
標
は
、
不
変
価
格
古
た
は
対
比
佃
格
ゼ
評
価
さ
れ
る
o

ネ
第
四
次
五
ヶ
年
計
画
期
間
(
一
九
五

O
年
)
ま
で
は
、

も
ち
い
ら
れ
亡
い
た
が
、

九
二
六
|
二
七
年
価
持
(
い
わ
ゆ
る
不
謹
価
格
)
が
工
業
生
産
物
ゃ
固
民
所
得
の
算
定
に

一
九
五
一
牛
申
第
五
次
五
ヶ
年
計
両
期
か
ら
は
一
九
二
六
二
七
年
不
査
価
格
は
廃
止
さ
れ
、
現
在
で
は
一
九
五
一
年
価

絡
ま
た
は
一
九
五
三
年
価
格
が
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
(
ペ
ト
ロ
フ
縮
、
前
掲
書
、
四

O
六、

一
五
五
ペ
ー
ジ
参
照
)
ま
た
、

F
1
-一
ン
に

Z
れ
ば
、

一
九
五
五
|
六

O
年
に
つ
い
て
は
、

一
九
五
五
年
七
月
一
日
現
在
白
価
格
が
工
業
生
産
申
計
画
伯
と
計
革
に
も
ち
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
ッ
て
い
る
。

(
ロ
・
円
呂
田

-
G
E
E
M自
白
国
国
図
書
図
。
呂
田
包
時
四
国
国

O凶
E
E
E町
S
O
M官
量
国

H
4
0
E
E自凶
S

F

A国
自
苦
言
語
白
書
国
民
国
Y

H

C

日
'
E
0・
由
)

一
九
二
六
二
七
年
価
格
を
廃
止
し
た
基
本
的
な
原
因
は
ソ
ず
エ
ト
経
済
自
発
展
に
よ
る
産
業
構
造
白
査
化
、

k

u
わ
け
工
業
に
お
け
る
生
産
物
構

成
田
根
本
的
変
化
忙
よ
ヮ

τ、
一
九
二
六

l
二
七
年
価
格
と
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
作
成
さ
れ
ゐ
指
数
が
い
ち
じ
る
し
〈
古
臭
〈
な
ヲ
た
た
め
ど
と
担

も
わ
れ
る
。

と
と
ろ
が
現
行
価
格
て
評
価
さ
れ
た
再
生
産
諸
要
素
の
部
門
別
構
造
指
標
は
、
ツ
ず
エ
ト
同
県
に
お
け
る
独
特
の
価
格
計
画
制
賢

l
l取
引
税
の
制
度
!
ー
に
よ
っ
て
、
そ
の
現
実
の
価
値
構
造
と
一
致
し
た
い
。
と
い
う
の
は
、
ソ
ず
エ
ト
同
盟
に
お
け
る
計
両
価
格

の
構
造
は
生
産
手
段
と
消
費
物
資
と
ぞ
は
ち
が
っ
て
お
り
、
総
生
産
物
の
総
価
値
と
総
価
格
と
は
一
致
す
る
と
し
て
も
、
個
々
の
生
産

水

物
心
価
格
は
あ
る
程
度
そ
の
価
値
か
ら
垂
離
し
て
吉
町
め
ら
れ
る
か
ら
ず
あ
る
。

*
た
と
え
ば
、
ソ
同
盟
で
は
工
場
、
企
業
所
、
丈
砧
施
設
、
住
宅
フ
ォ
ン
ド
な
ど
は
、
刺
潤
中
取
引
税
を
ふ
〈
ま
な
い
価
格
(
原
価
)
で
評
価
さ
れ
、

ま
た
、
欄
械
、
器
具
拘
よ
び
そ
自
他
白
労
働
手
段
目
γ

防
衛
手
段
、
第
一
部
門
白
た

b
o
労
働
対
象
な
ど
も
、
最
小
限
り
利
潤
だ
け
を
ふ
〈
晶
た
価
格

(
工
場
価
格
)
で
評
価
さ
れ
る
n
ζ

れ
に
反
し
て
、
市
場
取
引
さ
れ
る
消
費
物
資
ξ
第
二
部
門
田
た
め
の
労
働
対
象
は
、
利
潤
と
取
引
税
を
ふ
〈
め

た
価
格
(
工
業
白
卸
声
価
格
)
で
評
価
さ
れ
る



さ
れ
た
り
、

「
農
業
て
生
産
さ
れ
た
佃
値
の
一
部
が
工
業
生
産
物
白
佃
格
と
し
て
突
現
」

「
生
産
手
段
生
産
部
門
と
り
わ
け
重
工
業
て
生
産
さ
れ
た
国
民
所
得
が
消
費
物
資
D
価
格
を
と
治
し
て
実
現
さ
れ
る
」
こ

と
に
な
り
、
モ
こ
て
、
も
し
も
現
行
価
格
だ
け
ゼ
評
価
す
る
と
、
社
会
的
総
生
産
物
と
国
民
所
得
の
生
産
に
む
け
る
生
産
誇
部
門
間
沿

よ
び
社
会
的
生
産
の
両
部
門
聞
の
現
実
の
相
互
関
係
が
た
だ
し
く
表
現
さ
れ
な
い
結
具
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
是
正
す
る
た
め

こ
の
よ
ろ
な
計
画
的
た
価
格
形
成
の
特
質
に
よ
っ
て
、

に
、
パ
ラ

y
只
の
芳
干
の
諸
指
標
は
不
変
価
格
ま
た
は
対
比
価
幡
ゼ
評
価
さ
れ
る
が
、
し
か
し
産
業
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
新
製
品
や

改
良
品
な
ど
が
出
現
し
た
ば
あ
い
、
モ
の
評
価
も
か
左
り
悉
意
的
に
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
さ
に
不
変
価
格
ま
た
は
対
比
価
格
に
よ

る
測
定
は
、

「
国
民
生
産
物
の
全
一
構
造
と
あ
ら
た
に
再
生
産
さ
れ
る
個
々
の
財
貨
の
比
較
す
る
こ
と
の
て
き
る
品
質
と
が
か
わ
ら
な
い

ば
あ
い
に
、
ほ
ん
の
短
期
に
お
い
て
だ
け
真
理
に
ち
か
い
と
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
ん
ν
の
で
あ
っ
て
、
問
題
白
根
本
的
左
解
決
に
は

な
b
な
い
。
し
た
が
っ
て
評
価
規
準
白
問
題
の
解
決
は
今
後
の
理
論
的
、
実
践
的
研
究
に
ま
た
た
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
α

国
民
経
済
バ
ラ

Y

1
作
成
に
あ
た
づ
て
蝕
決
古
れ
ね
ば
な
ら
怠
い
第
一
一
白
問
題
は
、
社
会
的
生
産
物
、
し
た
が
っ
て
ま
た
社
会
的
生

産
部
面
を
、
生
産
手
段
と
消
費
物
資
と
の
こ
つ
り
部
門
に
王
確
に
区
分
す
る
問
題
て
あ
る
。

社
会
的
生
産
物
を
こ
っ
白
部
門
に
分
割
す
る
一
般
的
原
則
は
す
ぞ
に
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
ぞ
あ
っ
て
、
第
一
部
門
の
生
産
物

は
そ
D
物
的
形
態
か
ら
置
接
個
人
的
欲
望
白
充
足
に
役
だ
ち
え
ず
、
生
産
手
段
と
心
℃
生
産
的
に
の
み
消
費
さ
れ
る
生
産
物
て
あ
り
、

第
二
部
門
白
生
産
物
は
そ
D
物
的
形
態
か
ら
生
産
に
お
い
て
利
用
さ
れ
ず
、
住
民
の
個
人
的
消
費
に
む
け
ら
れ
る
生
産
物
て
あ
る
。

と
こ
ろ
が
お
お
く
D
生
産
物
に
沿
い
て
は
物
的
形
態
だ
け
て
問
題
を
決
定
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
石
炭

ャ
電
力
の
ご
と
き
重
工
業
の
生
産
物
で
さ
え
も
、
生
産
手
段
と
し
て
だ
け
で
左
〈
消
費
物
資
と
し
て
個
人
的
に
も
消
費
さ
れ
う
る
し
、

軽
工
業
の
生
産
物
て
も
生
産
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
る
も
の
が
歩
〈
な
い
。
問
題
は
、
生
産
物
に
よ
っ
て
モ
の
性
質
上
生
産
手
段
と
し

国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
諭

第
七
十
九
巻

九

第
三
号

主



国
民
経
済
パ
ヲ

y
系
諦

第
七
十
九
巻

九

第

号

五
四

て
も
消
費
物
資
と
し
て
も
利
用
ゼ
さ
る
こ
と
か
ら
、
物
的
形
態
だ
け
ゼ
は
二
つ
の
部
門
へ
白
生
産
物
白
区
分
が
容
易
て
た
い
と
h
A
J
己

と
て
あ
る
。
現
在
ソ
ゲ
エ
ト
統
計
て
は
、
生
産
物
を
そ
の
優
先
的
、
可
能
的
た
使
途
心
点
か
ら
第
一
部
門
ま
た
は
第
二
部
門
の
い
づ
れ

か
に
属
せ
し
め
る
と
い
よ
ノ
区
分
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
ぜ
あ
る
日
h
、
し
か
し
己
の
区
分
方
法
に
よ
っ
て
は
、
両
部
門
聞
の
生
産

高
を
使
途
別
の
点
か
ら
玉
礁
に
計
算
て
き
左
い
と
い
う
欠
陥
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
は
、
両
部
門
間
の
現
実
の
相

互
関
係
キ
発
展
テ
ン
ポ
が
い
ち
じ
る
し
く
歪
め

b
れ
て
し
め
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
計
画
化
の
具
体
的
な
実
践
的
要
求
を
満
足
さ
せ
る

乙
と
は
ぞ
き
な
い
の
ゼ
あ
る
。

と
こ
ろ
ゼ
、
生
産
物
を
第
一
部
門
ま
た
は
第
二
部
門
の
い
づ
れ
に
属
せ
し
め
る
か
は
、
ま
さ
に
そ
の
生
産
物
が
そ
白
の
ち
生
産
部
門

に
お
い
て
機
能
す
る
か
あ
る
い
は
モ
白
体
系
か
ら
離
脱
し
て
個
人
的
消
費
白
介
野
に
は
い
る
か
忙
か
か
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
生
産

物
を
生
産
手
段
と
消
費
物
資
と
に
区
分
す
る
も
っ
と
も
具
体
的
左
規
準
と
在
る
の
は
、
主
に

Z
Pも
ま
ず
生
産
物
の
機
能
的
佼
割
、
社

会
的
労
働
に
た
h
す
る
生
産
物
の
関
係
て
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
己
白
区
分
規
準
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
は
、
現
在
ソ

ず
エ
ト
統
計
て
と

b
れ
て
い
る
生
産
物
の
優
先
的
使
途
別
に
よ
る
便
宜
的
た
区
介
て
は
な
し
に
、
具
体
的
統
計
資
料
に
も
と
づ
い
て
個

々
の
事
例
を
検
討
し
、
使
途
別
に
厳
密
に
区
分
す
る
と
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
生
産
部
面
と
非
生
産
部
面
と
を
区
分
す
る
問
題
も
ま
た
十
介
に
は
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
ソ
グ
エ
ト
同

現
中
央
統
計
局
は
社
会
的
生
産
物
と
国
民
所
得
D
算
定
に
さ
い
し
旅
客
輸
送
と
非
生
産
的
通
信
を
非
生
産
部
面
陀
い
れ
て
い
る
が
、
国

比
較
を
困
難
に
の
計
画
実
践
で
は
そ
れ
を
生
産
部
面
に
い
れ
て
h

る
。
こ
の
こ
と
は
圏
民
所
得
陀
関
す
る
計
画
資
料
と
統
計
資
料
と
の

家
計
画
委
員
会
し
、
国
民
経
済
パ
ラ
Y

ス
作
成
に
否
定
的
作
用
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
と
と
を
意
味
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
論
拠
は
具
っ
て
い
る
が
、
旅

一
一
、
三
心
経
済
学
者
(
エ
ム

-tIτ
ャ
・
ク
ロ
ン
ロ
!
"
に
エ
ス
・
ス
ト
ル
ク
ミ
9
y
)

は、



客
輸
送
や
非
生
産
的
通
信
士
生
産
部
面
に
い
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
エ
ム
・
ポ
ー
ル
は
、
生
産
に
奉
仕
し
な
い
旅
客
輸
送
中

通
信
を
生
産
部
面
に
ふ
く
め
在
い
見
解
を
批
判
し
つ
つ
、

自
分
の
見
解
を
論
証
す
る
た
め
に
『
資
本
論
』

治
よ
び

『
剰
余
価
値
学
説

史
』
を
引
用
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
商
品
の
輸
送
て
あ
る
か
、
人
聞
の
輸
送
で
あ
る
か
、

な
く
突
通
業
を
物
質
的
生
産
部
固
に
い
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
主
張
し
九
。

一
ュ
l
ス
の
伝
達
て
あ
る
か
、
に
か
か
わ
り

し
か
し
己
の
よ
う
な
見
解
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
た
だ
し
く
た
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
、
ポ
ー
ル
が
引
用
し
た
『
剰

余
価
値
学
説
史
』
の
同
じ
個
所
て
、
貨
物
輸
送
と
人
間
D
輸
送
と
を
区
別
し

τ
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
-
|
「
人
間
白
輸
送
に

関
し
て
は
、
こ
れ
は
た
だ
か
れ
ら
に
た
い
し
て
企
業
家
に
よ
っ

τた
さ
れ
る
十
ピ
手
と
し

τあ
b
わ
れ
る
。
た
だ
し
己
の
サ
ー
ビ
ス

の
買
手
と
売
手
と
の
関
係
は
、
ち
ょ
う
ど
紡
赫
の
売
手
と
買
手
と
り
関
係
と
同
じ
よ
う
に
、
生
産
的
労
働
者
白
資
本
に
た
い
す
る
関
係

と
は
な
ん

b
共
通
点
は
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
商
品
に
関
す
る
こ
の
過
程
を
考
察
す
れ
ば
、
と
こ
で
は
労
働
過
程
に
お
い
て
労
働
対

象
、
商
品
が
実
際
に
一
定
の
変
化
を
蒙
る
。
一
-
:
・
そ
れ
ゆ
え
に
運
輸
業
に
つ
い
て
は
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
物
質
的
生
産
部
門
に
つ
い
て
と

同
様
で
あ
っ
て
、
た
と
え
労
働
が
商
品
の
使
用
価
値
に
た
ん
b
見
う
べ
き
痕
跡
を
白
と
さ
た
い
と
し
て
も
、
そ
れ
は
己
白
部
門
に
沿
い

て
も
ま
た
商
品
に
体
現
さ
れ
る
よ
ま
た
、
『
ロ
す
ヤ
に
お
け
る
資
本
主
義
白
発
展
』
の
な
か
で
ロ
シ
寸
の
全
人
口
の

レ

1--一ン、も、

職
業
別
区
分
に
つ
い
て
分
析
し
た
さ
い
、
交
通
お
よ
び
通
信
義
に
従
事
し
て
い
る
労
働
者
を
「
半
生
産
的
人
口
」
白
範
時
日
な
か
に
い

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
に
し
て
も
ま
た

ν
l
=
y
に
し
て
も
、
運
輸
・
通
信
部
門
全
体
士
決
し
て
物
質
的
生
産
部
面
に
は
ふ
く
め

な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
他
白
物
質
的
生
産
部
門
と
共
通
た
白
は
、
た
だ
生
産
に
奉
仕
す
る
運
輸
と
通
信
だ
け
で
あ
っ
て
、
直
接
生
産

に
奉
仕
し
な
い
旅
客
輸
輸
送
干
通
信
は
単
に
サ
ー
ビ
ス
と
し
℃
あ
b
わ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
か

b
、
管
理
お
よ
び
+
l
ピ
ス
部
面
に
ふ
く

国
民
経
済
〆
ラ
シ
ス
程

第
七
十
九
巻

九
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苦手

五
五



国
民
経
涜
バ
ヲ
ジ
ス
論

第
七
十
九
巻

九
四

第

号

五
ノ、

め
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
も
し
生
産
K
卓
仕
し
た
い
旅
客
輸
送
や
通
信
を
も
物
質
的
生
産
部
面
に
ふ
く
め
る
と
す
れ
ば
、
社
会
的

生
虐
物

ω生
産
と
サ
ー
ビ
ス
生
産
と
の
限
界
は
拭
い
去
b
れ
、
こ
う
し
て
、
物
質
的
生
産
部
面
と
管
理
、
サ
l
ピ
マ
ハ
部
面
と
白
玉
確
な

区
分
は
一
小
可
龍
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

キ
と
れ
に
は
貨
物
白
輸
送
だ
け
で
仕
〈
、
人
問
。
輸
送
(
そ
れ
が
生
産
申
必
要
か
ら
直
接
要
請
さ
れ
た
も
り
で
、
比
政
物
自
生
障
費
用
に
は
い
る
も
り

で
あ
る
か
ぎ
り
)
も
ふ
〈
ま
れ
る
。

第
四
に
、
国
民
経
済
パ
ラ
Y

ス
心
理
論
と
実
践
に
と
っ
て
重
要
友
意
義
を
も
つ
り
は
、
軍
需
生
産
を
い
か
に
取
扱
う
か
と
い
う
問
題

で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
ま
た
再
生
産
表
式
の
具
体
化
の
問
題
と
も
関
連
し
て
い
る
。

マ
ハ
ト
ル
ウ
ミ
リ
ン
は
、
現
代
資
本
主
義
が
存
続
し
経
済
の
軍
事
化
が
強
化
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
社
会
主
義
諸
国
に
沿
い
て
も
「
国

防
手
段
」
の
生
産
が
必
然
的
て
あ
る
と
い
円
う
現
実
か

b
出
発
し
て
、
軍
需
生
腫
を
社
会
的
生
虚
の
第
三
部
門
と
し
て
分
割
す
る
必
要
を

強
調
し
て
い
る
。
か
れ
は
と
う
書
い
て
い
る
。
ー
ー
ー
「
己
の
部
門
を
特
別
の
項
目
の
な
か
で
区
分
す
る
と
と
は
、
根
絶
手
段
が
生
虚
手

段
の
生
産
に
も
住
民
の
消
費
に
も
役
だ
た
な
い
と
い
う
理
由
て
す
で
に
合
目
的
的
で
あ
る
。
・
・
:
こ
の
第
三
部
門
の
生
盛
物
を
国
民
所

得
白
総
計
の
な
か
に
ふ
く
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
国
民
の
生
活
状
態
の
指
標
と
し
て
の
そ
の
意
義
を
本
質
的
に
蛍
め
る
ロ

ま
た
根
絶
手
段
を
第
二
部
門
に
ふ
く
め
る
こ
と
は
、
第
一
部
門
と
第
二
部
門
と
D
相
互
関
係
フ
]
U
M

セ
本
質
的
に
歪
曲
す
か
。
」

な
る
ほ
ど
、
ス
ト
ル
ウ
ミ

F
Y
が
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
「
根
絶
手
段
」
が
生
産
手
段
と
し
て
も
個
人
の
消
費
に
も
な
ん

ら
役
だ
た
な
悼
と
い
う
こ
と
は
ま
っ
た
く
あ
き
b
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
悼
っ
て
軍
需
生
産
主
社
会
的
生
産
の
第
三
部
門
と

し

τ設
置
す
る
己
と
は
た
だ
し
い
で
あ
ろ
う
か
。
マ
ル
ク
ス
が
社
会
的
生
産
を
第
一
部
門
と
第
一
一
部
門
と
に
分
割
し
た
の
は
、
ま
さ
に

す
ベ

τの
生
産
物
が
生
産
手
段
か
ま
た
は
消
費
物
資
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
と
い
う
原
則
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
た
に
も
の
て
も



な
か
っ
た
。
そ
と
て
も
し
も
わ
れ
わ
れ
が
と
の
原
則
か
ら
同
発
す
る
一
中
な
ら
ば
、

い
と
し
て
も
あ
る
種
心
消
費
物
資
て
あ
る
と
と
に
疑
問
を
吉
し
は
さ
む
余
地
は
左
い
ぜ
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
軍
需
生
産
を
第
一
部

「
根
絶
手
段
」
は
、
そ
れ
が
住
民
白
消
費
に
役
だ
た
在

門
や
第
二
部
門
と
同
じ
次
元
に
お
い
て
桂
会
的
生
産
の
一
第
三
部
門
と
し
て
取
扱
う
こ
と
に
同
意
す
る
わ
け
に
は
い
か
た
い
。

し
か
し
壮
が
ら
、
軍
需
生
産
は
多
量
の
人
聞
の
労
働
を
吸
収
す
る
が
、
社
会
的
再
生
産
に
は
寄
与
し
な
い
。
反
対
に
、
軍
需
生
産
が

よ
り
大
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
人
聞
の
労
働
を
よ
り
多
〈
消
費
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
再
生
産
の
可
能
性
は
よ
り
少
く
な
る
。
己

の
主
う
に
軍
需
生
産
は
特
別
の
種
類
D
消
費
物
資
の
生
産
て
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
を
第
三
部
門
の
生
産
の
一
部
分
と
し
て
と
ら
え
る

と
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
住
民
の
消
費
物
資
の
生
産
と
は
区
別
し
て
し
め
す
と
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
軍

需
生
産
白
た
め
の
生
産
手
段
D
生
産
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
左
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
表
式
の
な
か
で
第
一
部
門
と
第
二
部
門
と
の
具
体
的
危
相
互
関
係
中
国
民
の
生
活
状
態
を
具
体

的
に
し
め
す
た
め
に
は
、
軍
需
生
産
を
独
立
の
第
一
二
部
門
K
介
割
し
て
し
め
す
よ
担
も
、
む
し
ろ
そ
れ
を
第
二
部
門
内
部
ゼ
特
別
の
項

目
の
な
か
ぞ
と
ら
え
、
ま
た
軍
需
生
産
の
た
め
の
生
産
手
段
の
生
産
を
第
一
部
門
内
部
て
分
離
し
℃
し
め
ナ
ほ
う
が
よ
り
合
理
的
て
あ

る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

第
五
に
、
園
児
経
済
パ
ヲ

Y
ス
作
成
に
あ
た
っ
て
重
要
在
問
題
は
、
社
会
的
総
生
産
物
白
玉
確
な
算
定
と
関
連
し
て
提
起
さ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
重
複
計
算
」

D
問
題
で
あ
る
。

第
二
部
門
て
は
、
モ
こ
で
生
産
さ
れ
た
生
産
物
が
再
び
原
材
料
と
し
て
そ
の
後
の
生
産
に
は
h

る
こ
と
は
な
い
が
、
第
一
郁
門
て
は
、

そ
の
生
産
物
は
原
料
ま
た
は
半
製
品
と
し
て
一
生
産
か
ら
他
の
生
産
へ
と
い
〈
つ
か
の
生
産
行
程
を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
経
て
い
き
、
そ
れ
に

応
じ
て
生
産
物
心
価
値
が
二
重
、
三
重
に
も
計
算
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
部
門
の
生
産
物
の
大
き
さ
は
、
生
産
行
程
的
ど
臼
段

園
民
経
曜
日
バ
ラ
ン
ス
論

第
七
十
九
巻

一
力
五

第

号

五
七
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階
で
そ
れ
が
A

計
算
す
る
か
に
よ
っ
て
、
す
た
わ
ち

ω職
場
ご
と
の
生
産
高
を
集
計
す
る
か
、
同
州
各
工
場
ご
と
に
集
計
す
る
か
、
川
明
各

ト
ラ
ス
ト
ご
と
に
す
る
か
、

ω各
産
業
部
門
ご
と
に
す
る
か
、
同
第
一
部
門
全
体
て
計
算
す
る
か
、
と
い
う
可
能
な
計
算
方
法
に
よ
っ

て
、
い
ろ
H
ろ
ち
が
っ
て
〈
る
。

ω白
方
法
て
計
算
し
た
ば
あ
い
に
は
最
大
と
な
り
、
川
仰
の
方
法
て
計
算
し
た
ば
あ
い
に
は
職
場
聞
の

内
部
流
通
を
控
除
し
た
額
だ
け
少
く
左
り
、
い
っ
さ
い
の
部
門
内
流
通
を
控
除
し
た
同
仰
の
方
法
て
計
算
す
る
と
も
っ
と
も
少
く
な
る
。

現
在
ソ
グ
エ
ト
統
計
で
は
、
前
記
の
第

ω白
方
法
、
ナ
左
わ
ち
企
業
を
単
位
と
す
る
計
算
方
法
が
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
方

法
に
よ
る
と
、

「
総
生
産
高
」
の
ψ

な
か
に
は
当
然
第
一
部
門
の
重
複
計
算
が
ふ
く
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

モ
己
て
ス
ト
ル
ウ
ミ
リ

y
は
、
マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
表
式
白
「
総
生
産
物
」
と
い
う
概
念
と
統
計
学
上
の
「
総
生
産
高
」
と
い
う
概

念
と
を
区
別
し
て
、
前
者
が
豆
複
計
算
を
ふ
く
ま
な
い
白
に
後
者
は
重
複
計
算
を
ふ
く
ん
だ
概
念
で
あ
る
と
し
、
再
生
産
表
式
に
ゐ
け

る
総
生
産
物
白
取
扱
い
が
両
部
門
間
白
相
互
関
係
の
正
確
な
比
較
を
予
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
国
民
経
済
パ
ラ

γ
月
に
h
d
h
れ
で

も
、
両
部
門
間
白
生
産
高
を
正
確
に
介
析
す
る
た
め
に
は
、
却
二
部
門
の
生
産
高
が
重
複
計
算
を
ふ
く
ま
な
い
以
上
第
一
部
門
に
つ
い

て
も
h
っ
さ
い
白
重
複
計
算
を
排
除
す
ぺ
き
だ
、
と
主
張
し
た
。
己
れ
に
つ
い
て
、
モ
ス
グ
ず
イ
y
は
、
社
会
の
年
間
商
品
生
産
物
は

個
別
資
本
の
商
品
生
産
物
の
総
計
に
等
し
い
と
h
う
マ
ル
ク
ス
の
言
葉
を
引
用
し
て
、
見
ト
ル
ウ
ミ
リ
Y

の
見
解
を
批
判
し
つ
つ
、

「
個
々
の
企
業
聞
の
流
通
を
除
外
す
る
な

b
ば
、
社
会
的
生
産
と
国
民
所
得
の
大
き
さ
は
、
原
料
、
燃
料
な
ど
の
年
初
在
庫
の
う
ち
そ

の
年
度
内
に
生
産
過
程
て
消
費
さ
れ
た
も
の
の
価
値
と
そ
の
年
度
内
り
固
定
フ
ォ
ン
ド
の
磨
滅
的
大
き
さ
だ
け
し
か
ち
が
わ
な
同
」
己

と
に
た
り
、
そ
の
結
果
「
移
活
価
値
と
あ
ら
た
に
つ
〈

P
だ
さ
れ
た
価
値
と
の
相
互
関
係
お
よ
び
同
部
門
聞
の
相
互
関
係
は
歪
め
ら
れ

て
特
徴
づ
け
b
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
批
判
し
て
い
る
。
モ
ス
グ
ず
イ

γ
の
己
の
考
え
芳
は
約
二

O
年
前
の
ノ
l
ト
キ

y
、

γ
ア
ゴ
ロ

7

0
見
解
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。



し
か
し
モ
λ

ク
ず
イ
Y
が
引
用
し
た
マ
ル
ク
ス
の
一
言
葉
は
、
再
生
産
表
式
の
「
社
会
的
総
生
産
物
」
が
重
複
計
算
を
ふ
く
ま
左
W
概

念
で
あ
る
と
い
う
己
と
を
否
定
す
る
論
拠
に
は
な
b
な
い
。
た
ぜ
な
ら
、
マ
ル
ク
ス
の
再
生
虚
表
式
て
は
、

一
年
が
生
産
の
一
循
環
期

と
仮
定
さ
れ
て

b
p、
し
た
が
っ
て
個
別
資
本
相
互
間
白
生
産
物
の
取
引
は
い
っ
さ
い
捨
象
さ
れ
て
い
る
か
b
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
現

突
に
は
、
そ
う
で
は
な
く
、
生
産
循
環
は
年
に
何
回
と
た
く
治
こ
な
わ
れ
、
あ
る
期
聞
に
第
一
部
門
て
生
産
さ
れ
た
生
産
物
が
そ
り
同

じ
期
間
内
に
第
一
部
門
白
他
の
部
門
て
生
産
的
に
利
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
企
業
単
位
て
計
算
す
る
と
、
そ
白
期
聞
に
あ
る
企
業

て
生
産
さ
れ
て
同
期
聞
に
他
白
企
業
て
消
費
さ
れ
た
生
産
手
段
が
重
複
計
算
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
マ
ル
ク
ス
の
表
式

の
「
社
会
的
総
生
産
物
」
の
内
容
と
一
致
す
る
総
生
産
高
を
計
出
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
同
一
の
生
産
循
環
期
間
内
に
沿
け
る
第
一
部

門
内
部
流
通
を
捨
象
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
主
さ
に
「
労
働
対
象
り
重
複
計
算
は
総
生
産
物
の
価
値
を
増
大
せ
し
め
る
が
、
そ
心
さ

い
基
本
7
オ
ン
ド
の
ど
の
よ
う
な
実
際
的
増
大
を
も
必
要
と
し
左
い
。
そ
の
等
式
(
マ
ル
ク
ス
D
再
生
産
表
式
|
筆
者
)
は
、
第
一
部
門
全

体
を
第
二
部
門
と
比
較
す
る
ば
あ
い
、
そ
れ
の
重
複
計
算
の
完
全
な
排
除
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
凶
こ
と
は
あ
れ
乙
れ
白
引
用
文
中
、
そ

の
解
釈
か
b
て
は
た
く
、
そ
の
よ
う
在
比
較
を
ナ
る
ば
あ
い
事
態
山
本
質
そ
の
も
臼
か

b
て
て
く
る
」
白
で
あ
る
。

だ
が
、
実
際
に
第
一
部
門
D
重
複
計
算
を
排
除
し
て
総
生
産
高
を
計
出
す
る
た
め
に
は
、
き
わ
め
て
煩
雑
な
統
計
上
白
操
作
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
己
の
点
に
つ
い
て
は
、
ス
ト
ル
ウ
ミ
リ
ン
も
た
ん

b
あ
き
b
か
に
し

τ
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
科
学
的
な
国
民
経
済
パ
ヲ

y
λ

体
系
白
確
立
は
き
わ
め
て
困
難
な
課
題
で
あ
わ
ー
そ
の
完
成
に
は
い
ろ

い
ろ
の
迂
余
曲
折
が
予
想
さ
れ
る
臼
で
あ
る
。
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